


平成３０年５月「どないしたらええん会」を設立⇒ 平成３１年４月組織化 

平成３０年１１月「わくわく会」を設立⇒ 平成３１年１月組織化 





令和２年２月「グリーンピース」を設立 

令和元年８月「友さんの会」を設立 

「友さんの会」会議：１回/月





令和３年９月１日「淡輪Ｑちゃん会」を設立 







岬町生活支援・介護予防サービス協議体通信

～支え合いのある地域づくり～
令和４年１２月１日

第 ５ 号

～令和４年度第１回生活支援・介護予防サービス協議体会議～

協議体会議を開催することで、地域の困りごと等の情報を共有して、構成
員全員で課題解決の方法を考えます。岬町では、平成28年7月に設置されま
した。令和4年11月現在、20団体23名の構成員で活動しています。

令和4年8月4日に開催しました。令和4年度第1回岬町生活支援・介護予防サービス協議体会議で
は、 さわやか福祉財団 目﨑氏を講師にお招きし、協議体構成員19名が参加し、情報の共有や
意見交換を行いました。

今回は、それぞれの地域の実情に合った医療、介護・予防、住まい、生活支援が一体的に提供
される体制を目指して、専門職としての知識や経験を自分事に置き換え、住み慣れた地域で最後
まで尊厳を持ってその人らしく生活できるよう、地域の助け合いや支え合いについて課題を共有
し、地域住民と専門職が互いに協力し合い、支え合える仕組みについて考えました。

【テーマ】
・専門職としても、個人の観点からも、どんな町なら最後まで自分らしく人生を送ることができますか？
・「いつまでも岬町は、○○であってほしい」と願う、○○とはなんですか？

・岬町で仕事をしているが、ご自身が今後年齢を重ねてきたときこの町は、どのようになっていれば良い
ですか？

・現在、地域課題に対して社会貢献を行っているまたは、社会貢献を考えている、専門職で取組んでい
ることはありますか？

パ ネ ル ディ ス カッ ショ ンパ ネ ル ディ ス カッ ショ ン

パネリスト

ぽぽろ淡輪デイサービス 児嶋 健太 氏

コロナ禍において、施設利用者を守ることや働き手
不足の問題、事業所としてできることと、個人として
できることの区別の難しさを感じていることを話され、
そのような状況の中でも、「淡輪小学校児童による、
キューピークラブの活動は、デイサービスに来られ
ている高齢者にとって、元気の源になっています。
子どもとの垣根を超えた交流は、継続していきたい
です。」と想いを話されました。

オオサコケアプランセンター 大浴 天也 氏

「ケアマネジャーとして、また、障がい、福祉を専門と
している会社の代表として、いつまでも岬町は、住民
に温かく、暮らしやすい町であってほしいと願っていま
す。」と話をされ、また、一般市民が介護を受けるとき
に困らないような情報提供の必要性や認知症カフェ
等への社会参加と課題、利用者が最後まで自宅で過
ごせるような支援の必要性を話されました。

岬町社協地域包括支援センター 亀﨑 泰広 氏

「いつまでも健康で、仲間と活動を続けたい、認知症に
なっても、医療や介護が必要になっても住み慣れた地
域で過ごしたい。そんな希望がかなえられたとき、『自
分らしく生きる』の実現に近づくのだろう」と話されました。
また、社協が進めているいきいきサロンでのプログラム
「みさきサロン介護予防運動教室」や包括、社協、栄養
士、理学療法士、作業療法士が取り組んでいる短期集
中介護予防教室「みさきげんきUPクラブ」等住民に寄り

添い、生活機能の向上や自己実現のための取組みを
展開していることなどを話されました。



岬町生活支援・介護予防サービス協議体活動

令和４年１１月４日（金）に岬町文化センターにお
きまして、協議体が関わり組織化した住民主体団体
のネットワーク会議を開催しました。本会議では、平
成２９年度より協議体の取り組みを後方支援してい
ただいた講師、地域コーディネート・まーる 翁川氏
を４年ぶりにお迎えし、超高齢社会と言われる時代
に、「支え合い助け合いのある地域づくり」として「私
たちができることはなにか」をテーマにお話をしてい
ただきました。

後半、７団体より活動の取組み内容の発表があり
ました。また、グループワークでは、地域を超えた交
流を図り、目指す地域像のあり方について、活発な
意見交換が行われました。

今後の住民主体活動について、「生活支援コーディ
ネーターだけに任せるのではなく、協議体メンバー
で地域への広がりを盛り上げていかなければいけ
ない」等、岬町全域の活動方法について話し合いま
した。

赤提灯 【多奈川地区福祉委員会】 淡輪10区・11区どないしたらええん会

淡輪6区「グリーンピース」深日地区 「友さんの会」

淡輪6区わくわく会

淡輪9区・2区「Ｑちゃん会」

多奈川港地区「まちの灯り一軒屋橋」

～住民主体各団体活動報告～

～令和４年度地域支援団体ネットワーク会議～

社会福祉法人 岬町社会福祉協議会
〒599-0303大阪府泉南郡岬町深日3238-24

TEL：072（492）0633／（492）5700 FAX：072（492）5701
Email：info@misakisyakyo.jp

お問合せお問合せ



岬町生活支援・介護予防サービス協議体通信

実施日時：毎月第１水曜日１１:００～14：00
（８月、１月休み）

場 所 ：淡輪西林寺裏堂
料 金 ： ３００円
メニュー ：おにぎり/みそ汁/バナナ/お菓子   

コーヒーのセット
参加対象者：どなたでも

淡輪９区と２区協働で、多世代交流を目的に居場所づくり活動（淡輪Ｑちゃん会）を推進してい
ます。建て替えられた西林寺の裏堂ホールを借用して、月に一度「Ｑちゃん喫茶」を開催してい
ます。くつろぎと静寂の喫茶に、ぜひお気軽にお立ち寄りください。

主催団体

淡輪Ｑちゃん会

主催団体

グリーンピース

実施日時：毎月第３金曜日１３:００～15：00
場 所 ：グリーンタウン集会所
料 金 ： ２００円
メニュー ：お茶/ジュース/お菓子のセット
参加対象者：どなたでも

毎回おしゃべり会で盛り上がっていますが、これまで２回、近くの方のご協力による落語会など
で大変楽しい時を過ごすことが出来ました。これからも色々と工夫し、楽しい「地域の居場所づ
くり」をめざします。

第 ６ 号

ひとことPR

ひとことPR

協議体からできたコミュニティカフェ紹介
令和５年１月１日



実施日時： 毎月第3土曜日10：00～12：00
場  所： 向出老人憩いの家
料    金： 100円
メニュー  ： コーヒー/紅茶/お菓子
参加対象者： どなたでも

コロナが終息されない為、高齢の方は、なかなか外出しにくい。自宅から近いところに、憩いの
サロンがあれば、ちょっと行ってみようかという気になってもらえるよう開催してみました。

主催団体

友さんの会

主催団体

友さんの会

実施日時： 毎月第4金曜日１0:００～12：00
場  所： 深日会館
料 金： 1００円
メニュー  ： コーヒー/お菓子
参加対象者： どなたでも

「友さんの会」主催の新たな居場所の創設として、純喫茶「友」をコロナ感染の第７波が終息し
た令和４年９月から再開すると、待ち望んでた方や定期的に実施してほしいとの意見が多く寄せ
られました。ほぼ定着し新しい参加者も、増加しております。

ひとことPR

ひとことPR

社会福祉法人 岬町社会福祉協議会
〒599-0303大阪府泉南郡岬町深日3238-24

TEL：072（492）0633／（492）5700 FAX：072（492）5701 Email：info@misakisyakyo.jp

社会福祉法人 岬町社会福祉協議会
〒599-0303大阪府泉南郡岬町深日3238-24

TEL：072（492）0633／（492）5700 FAX：072（492）5701 Email：info@misakisyakyo.jp

お問合せ
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